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大
久
野
病
院
の
進
藤
晃
院
長
は

１
９
６
４
年
、
医
家
の
３
代
目
と
し
て

生
ま
れ
た
。
青
梅
市
に
進
藤
医
院
を
開

設
し
た
利
定
氏
、
日
の
出
町
に
大
久
野

病
院
を
開
い
た
利
雄
氏
を
祖
父
と
父
に

持
つ
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
「
お
ま
え

は
医
者
に
な
れ
」
と
決
め
ら
れ
て
育
っ

た
と
い
う
。

　
「
自
分
の
将
来
を
強
制
さ
れ
る
の
が

ス
ト
レ
ス
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
小
学
５

年
生
の
と
き
下
痢
が
止
ま
ら
な
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
高
校
３
年
の

と
き
に
父
が
肺
ガ
ン
で
急
逝
し
て
し
ま

う
。
一
家
が
路
頭
に
迷
わ
な
い
よ
う
に

医
師
を
め
ざ
す
決
意
を
固
め
た
こ
と
を

覚
え
て
い
る
」

　

そ
れ
を
促
し
た
一
因
は
祖
父
の
存
在

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
明
治
31
年

（
１
８
９
８
）、
鹿
児
島
県
に
生
ま
れ
た

利
定
氏
は
や
が
て
北
海
道
に
移
住
す

る
。
慈
恵
医
大
を
出
て
、
小
樽
市
内
の

病
院
に
勤
務
し
た
が
、
志
を
抱
い
て
上

病
気
を
診
ず
し
て
人
を
診
る

京
。
昭
和
５
年（
１
９
３
０
）

に
住
江
町
に
念
願
の
医
院
を

構
え
た
。　
　

　
「
外
科
医
だ
っ
た
祖
父
は

救
急
病
院
を
運
営
し
地
域
の

人
た
ち
か
ら
頼
り
に
さ
れ

た
。
そ
の
か
た
わ
ら
警
察
医

も
務
め
る
な
ど
、
官
公
庁
か
ら
の
信
頼

も
厚
か
っ
た
。
往
診
も
こ
ば
ま
ず
、
青

梅
ゆ
か
り
の
吉
川
英
治
や
河
合
玉
堂
宅

に
も
足
を
運
ん
だ
」

　

一
方
、
利
雄
氏
は
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
人
づ
き
あ
い
は
苦
手
。
だ
が
、
学
業

は
き
わ
め
て
優
秀
で
府
立
二
中
（
現
立

川
高
校
）
と
祖
父
と
同
じ
慈
恵
医
大
に

進
み
、
ど
ち
ら
も
首
席
で
卒
業
。
前
途

洋
々
た
る
行
く
手
か
ら
精
神

科
医
を
選
び
、
昭
和
47
年
、

西
多
摩
に
慢
性
期
医
療
の
拠

点
を
定
め
た
。

　
「
慈
恵
に
は
『
病
気
を
診

ず
し
て
病
人
を
診
よ
』
と
い

う
教
え
が
あ
る
。
そ
ん
な
医

療
を
実
践
す
る
２
人
を
先
達

と
し
て
、
埼
玉
医
科
大
学
に

入
学
。
医
学
生
時
代
は
小
児

科
に
興
味
を
持
っ
た
が
、
実

家
を
継
ぐ
こ
と
を
前
提
に
循

環
器
内
科
を
選
択
し
た
」

　

１
９
８
９
年
、
医
師
国
家
試
験
に
合

格
し
た
進
藤
院
長
は
母
校
の
附
属
病
院

に
勤
め
た
。
ほ
ど
な
く
実
家
か
ら
「
病

院
の
経
営
が
厳
し
い
」
と
の
連
絡
が
あ

り
、28
歳
の
と
き
大
久
野
病
院
に
入
職
。

家
業
存
続
の
使
命
に
燃
え
、
病
院
改
革

に
取
り
組
み
、
無
事
黒
字
化
に
漕
ぎ
着

け
て
い
る
。　
　
　
　
　
【
岡
村
繁
雄
】

先代の仕事と教え

■ 12■

大久野病院　進藤晃氏

　

財
団
法
人
内
田
農
業
振

興
会
（
若
林
政
夫
会
長
、

立
川
市
）
の
第
55
回
功
労

者
表
彰
式
が
19
日
、
明
治

神
宮
行
わ
れ
、あ
き
が
わ
、

に
し
た
ま
、
西
東
京
の
３

Ｊ
Ａ
か
ら
緑
綬
功
労
章
を

１
人
、
紫
綬
功
労
章
を
３

人
が
受
章
し
た
。　

　

同
功
労
章
は
、
故
内
田

秀
五
郎
翁
の
農
業
へ
の
熱

意
を
受
け
継
ぎ
、
農
業
の

振
興
に
功
労
の
あ
っ
た
人

た
ち
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
、
２
０
２
１
年
度
は
緑

綬
功
労
章
に
10
人
、
紫
綬

功
労
章
に
17
人
が
輝
い

た
。

　

緑
綬
功
労
章
を
受
章
し

た
の
は
、
野
菜
部
門
で
Ｊ

内
田
農
業
振
興
会
功
労
者
表
彰

松
本
さ
ん
ら
西
多
摩
か
ら
４
人

Ａ
あ
き
が
わ
日
の
出
支
部

第
５
支
部
長
な
ど
を
務
め

る
松
本
哲
男
氏
（
67
）。

紫
綬
功
労
章
を
受
章
し
た

の
は
、
果
樹
・
酪
農
部
門

で
Ｊ
Ａ
西
東
京
役
員
推
薦

委
員
な
ど
を
務
め
る
関
塚

聰
明
氏
（
73
）、
花
卉
部

門
で
Ｊ
Ａ
に
し
た
ま
総
代

の
中
村
修
氏
（
71
）、
農

業
団
体
役
員
部
門
で
Ｊ
Ａ

に
し
た
ま
代
表
理
事
常
務

の
大
野
英
一
氏
（
63
）。

　
「
き
れ
い
。

光
は
希
望
に
つ

な
が
る
か
ら
好

き
」。
道
行
く

人
か
ら
そ
ん
な

声
が
聞
こ
え
た
。

　

青
梅
市
大
門
の
野
﨑
啓

太
郎
さ
ん
宅
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
＝
写
真
＝
は
東

日
本
大
震
災
の
年
か
ら
飾

り
11
年
目
。
高
さ
５
㍍
ほ

ど
の
金
木
犀
と
15
㍍
ほ
ど

の
ケ
ヤ
キ
に
、
夕
方
灯
り

が
付
き
21
時
ご
ろ
ま
で
輝

く
。
今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
早
期
収
束
を
願

う
光
は
新
年
３
日
ご
ろ
ま

で
と
も
す
予
定
。

秋川駅

五日市街道

●あきる野とうきゅう

■←
ココ
●西武信金

秋川駅徒歩1分

初診料 3,000円
治療費 3,500円

（学生2,500円）

あきる野市秋川1-1-13共和ビル3階

０４２（５５０）５５９１　完全予約診療（当日予約も可） 土日も診療

秋川駅北口

坐骨神経痛＝お尻から足にかけて痛み、
シビレで歩くことが困難な方笹

原
プ
ロ
は

「
私
が
元
気
に
大
会
に
出
場
で
き

る
の
は
痛
め
た
腰
・
肩
の
治
療
を

受
け
、体
の
ケ
ア
を
し
て
い
る

か
ら
で
す
」

どこにいっても直らなかった方へ(3密対策を徹底)

この広告で来院した方は

初診料無料
坐骨神経痛、ヘルニア（腰、頚椎）、脊
椎管狭さく、五十肩、ひざ関節症、肩
こり、エルボ（テニス・ゴルフ）、湿疹、
スポーツ障害など

41年の実績
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野﨑啓太郎さん宅

震
災
の
年
か
ら
11
年
目

光
は
希
望
に
つ
な
が
る

持
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
う
し
た
酒
作
り
か
ら

生
ま
れ
る
同
酒
蔵
の
酒
粕

は
米
の
粒
々
感
が
残
る
昔

な
が
ら
の
も
の
＝
写
真
。

甘
酒
は
酒
粕
を
使
用
す
れ

ば
手
軽
に
作
れ
る
。「
飲

　

喜
正
で
知
ら
れ
る
野
崎

酒
造（
あ
き
る
野
市
戸
倉
）

の
酒
粕
で
作
る
甘
酒
は
地

元
五
日
市
で
は
冬
場
の
定

番
。
寒
さ
が
厳
し
い
を
増

す
ほ
ど
、
恋
し
く
な
る
味

だ
。

　

同
酒
造
で
は
、
目
の
前

に
仰
ぐ
城
山
の
伏
流
水
を

使
用
し
長
年
酒
造
り
を
行

っ
て
き
た
。
純
米
大
吟
醸

を
は
じ
め
「
し
ろ
や
ま
桜

吟
醸
酒
」
な
ど
を
昔
な
が

ら
の
製
法
で
、
真
摯
に
丁

寧
に
作
り
上
げ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
香
り
高
い
味
わ

い
で
、
多
く
の
左
党
に
支

手
軽
に
甘
酒　

冬
場
の
定
番

地
元
で
愛
さ
れ
る
喜
正
の
酒
粕

む
点
滴
」
と
も

言
わ
れ
、
美
容

に
も
良
い
と
こ

と
か
ら
近
年
酒

粕
は
幅
広
い
世

代
か
ら
人
気
を

集
め
る
て
い

る
。

　

同
酒
造
の
ほ

か
、
喜
正
取
扱

店
な
ど
で
求
め

ら
れ
る
。

■
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
東

京
25
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
開
設

し
て
2
カ
月
が
経
ち
ま
し

た
。
毎
週
土
曜
日
に
タ
ブ

ロ
イ
ド
判
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
配

信
し
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ

ン
、
ス
マ
フ
ォ
で
御
覧
い

た
だ
け
ま
す
が
、
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
す
る
と
読
み
や

す
く
な
り
ま
す
。
サ
イ
ト

で
は
7
月
10
日
の
創
刊
準

備
第
1
号
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。


